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江戸時代から日本の酒造りは生産から流通まですべてがSDGs！
～ 灘から世界へ ～

現在・過去・未来を自在に駆け巡る日本酒の世界を展開し、
「知るは楽しみなり」をあますことなく感じ取れる菊正宗酒造
記念館。記念館にて酒造りの工程とSDGsの関りを学習して
いただきます。

①菊正宗酒造記念館
酒造りとSDGsの関わり パート1

②樽酒マイスターファクトリー
 酒造りSDGsの関わり パート2

10:00～  ➀菊正宗酒造記念館
      酒造りとSDGsの関わり パート1            

10:30～  ➁樽酒マイスターファクトリー
      酒造りとSDGsの関わり  パート2

11:00～  ➂休憩
11:15～  ➃菊正宗酒造 キャリア学習
12:00   終 了

実施場所:菊正宗酒造式会社 菊正宗酒造記念館
神戸市東灘区魚崎西町1-9-1

実施時間:平日のみ 10:00～12:00、14:00～16:00
所要時間:約2時間
実施可能人員:15名～30名
実施費用:お一人様 1,500円+事務手数料
貸切バス駐車場:あり（無料）
最寄駅:阪神電車「魚崎駅」下車徒歩約10分

六甲ライナー「南魚崎駅」下車徒歩約２分

プログラムスケジュール例

24. 菊正宗酒造

『⾧年培った発酵技術』を核に豊かで健やかな生活を

創業以来360余年、酒造りに必要不可決なものである「水」「米」を守ることに尽力し、
それが現在、そして未来へと酒造りを伝承しております。
菊正宗では酒造りの基礎となる米作りは勿論、貯蔵・物流に用いる酒樽も自然の恵みを
利用しており、一貫した自然との共存、SDGsと強い結びつきを大切にしております。

江戸時代から酒の貯蔵、輸送に使われてきた「樽」。
菊正宗酒造では「樽」を作る原材料となる奈良の吉野杉の
植林や保全に貢献し、1本の吉野杉から伝統の職人技で
香りを引き立たせる「酒樽」を１つ１つ製造します。

③盃展示館でのキャリア学習

普段スーパーなどで目にする日本酒メーカーで働く人たちは、
どんな仕事をしているのか?に迫ります。酒造メーカーで働く
ことがどう社会に役に立ち人々の生活や心を豊かにしている
のか、是非学習してください。

※別途、事務手数料が必要となります【神戸市に宿泊の場合⇒１人あたり700円（税込）、日帰り・神戸市外に宿泊の場合⇒１人あたり1,000円（税込）】
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学習の流れ（モデル）

事前学習 現地学習 事後学習
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① 酒造りとSDGsの関連性を学ぶ
② 日本酒と日本の伝統文化について学ぶ
③ 今後の日本酒について考える

学習のポイント

24. 菊正宗酒造

未来へとつなぐ作業工程の中に秘められた
SDGsへのこだわりについて学ぶ。

伝統的な作業工程により貯蔵から搬送
  までの一貫したSDGsの生産過程を学ぶ。

江戸時代からの日本酒の歴史に
 ついて学習する。

なぜ日本酒が昔から現代まで
日本人のみならず世界から愛され
持続してきたのかを学習する。

日本酒と日本の伝統文化について
 なぜ今日まで続いてきたかを振りかえる。

今後の日本酒の存在意義について
  考える。

菊正宗酒造での仕事がどのよう
に社会の役に立っているのか?
どのような幸せに結びつくか?を
考える。

日本酒メーカーが普段どのような仕事を
 しているか、社員の思いや1日のワーク
 フローについて学ぶ。

仕事についての理解を深め、どのように私
たちの生活に関わっているのかを学ぶ。

自分が社会にどう関わっていきたいか?
  を考える。

班で日本酒を今後も日本に欠かせ
  ない食文化として残し続けていくには
  どのようにすれば良いかを考える。
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